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本紙は女性l之よる平和と平等を推進します

化
粧
品
、
学
習
場
、
消
火
器
な
ど
の
訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
ふ
え
て
い
る
。
翠
京
都
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
等
の
相
談
件
繋
ぎ
と
め
て

み
る
と
、
訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
昭
和
五
十
一
年
は
四
・
七
物
だ
っ
た
の
が
、
五
十
七
年
に
な
る
と
二
五
品
切
に
も
な
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ブ

ル
の
中
に
は
、
消
費
者
側
が
充
分
な
知
誠
が
あ
れ
ば
防
げ
た
も
の
も
多
い
と
い
う
乙
と
か
ら
、
葛
飾
区
で
は
、
六
月
二
十
二
日
、
内
田
飾
区
民
会
館
で

紡
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
消
費
裏
談
参
聞
い
た
。
害
者
は
、
弁
警
の
木
村
晋
盟
d
ん
、
日
本
語
販
売
堕
E

常
務
事
の
野

村
敏
型
c
ん
、
司
会
は
消
費
者
年
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
注
T
鈎
平
去
」
ん
。

解
約
は

「
内
容
証
明
」
で

説
明
受
け
て
か
ら
四
日

今
秋
か
ら

は
七
日
に

防
問
販
売
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
っ
た

時
に
、
消
費
者
は
を
守
る
た
め
の
法

律
が
ニ
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
関
販

売
法
、
も
つ
一
つ
は
割
賦
堅
窪
だ
。

「
訪
問
堅
一
πで
曹
罪
売
る
時
、

セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
ど
つ
い
う
商
品

を
、
ど
つ
い
う
価
格
で
警
の
か
、

そ
呈
又
払
方
法
な
《
契
約
上
消
費

者
が
知
っ
て
お
か
ね
ば
宰
り
な
い
内

容
薪
益
蔀
窃
面
に
し
て
聾
己
な
り
れ

ば
な
A
忘
い
口
契
約
を
し
た
も
の
の
、

よ
く
考
え
た
ら
不
必
要
な
も
の
だ
と

い
う
と
と
で
、
契
約
を
白
紙
に
も
ど

し
た
い
時
は
、
四
日
以
内
で
あ
れ
ば

無
条
件
で
解
約
で
き
る
ク
l
リ
ン
グ

オ
フ
制
度
が
あ
る
。
と
の
こ
つ
を
頭

に
入
れ
て
お
い
て
下
さ
い
」
(
木
村

さ
ん
)
ク
1
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
の
四
日
閣

と
い
う
の
は
、
い
つ
か
ら
い
つ
の
間

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
多
く
の
場

合
、
契
約
し
た
時
ま
た
は
曹
客

受
け
取
っ
た
時
か
ら
と
思
わ
れ
が
ち

だ
が
、
実
は
曹
聞
の
説
明
や
契
約
方

法
な
ど
房
醤
い
た
密
面
を
受
け
取
っ

た
臼
か
A
涯
の
だ
。

回
目
目
に
な
っ
て
大
あ
わ
て
し

て
、
霊
m
や
む
報
で
販
売
会
社
に
解

約
を
申
し
込
む
人
も
い
る
が
、
こ
れ

も
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
。
あ
と
で

「
援
も
聞
い
て
な
い
。
そ
ん
な
も
の
一
た
だ
し
、
ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

届
い
て
い
な
ど
と
い
わ
れ
れ
ば
お
一
が
効
か
な
い
盟
国
が
あ
る
と
と
も
知

し
ま
い
。
ぞ
う
言
わ
れ
な
い
た
め
に
、
一
っ
て
お
か
ね
ば
な
A
者
い
。

内
霊
明
郵
便
に
す
る
と
と
が
大
切
一
現
金
取
り
引
き
て
代
案
杢
額

だ
。
四
日
以
内
に
悲
広
し
た
と
い
う
一
支
払
い
、
契
約
主
語
し
た
と
み
な

記
録
が
あ
れ
ば
、
販
売
会
社
に
何
日
一
さ
れ
る
安
定
。
ま
た
消
耗
品
で
、

遅
れ
て
解
約
通
知
が
屈
と
う
が
有
効
二
部
を
毎
マ
と
商
品
価
値
が
下
る
も

で
、
違
約
金
な

Y
Eら
れ
る
心
配
は
一
の
、
さ
ら
に
乗
用
車
の
さ
つ
に
、
ク

な
い
。
こ
の
ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
一

l
リ
ン
グ
オ
フ
の
指
定
が
な
さ
れ
て

は
、
改
正
割
賦
聖
濯
が
猶
付
さ
れ
一
い
な
い
商
品
な
y
h
が
あ
る
こ
と
有

る
今
秋
か
ら
は
、
七
日
間
に
な
る
o
-

間
関
登
録
証
提
示
求
め
る

会主愚から切実な質問が続 いた

「
最
近
自
立
つ
ト
ラ
ブ
ル
は
、
劃
一
し
、
消
費
者
は
信
販
宝
刀
に
案
支

賦
販
売
が
多
い
。
訪
問
販
売
官
、
教
材
一
払
う
本
つ
に
な
る
。
曹
明
が
届
か
な

を
買
っ
た
介
す
る
と
、
代
金
は
信
販
一
か
っ
た
り
、
不
良
品
だ
っ
た
り
し
た

が
販
売
社
会
に
金
を
立
替
払
い
を
一
塁
宍
支
払
い
を
ス
ト
ッ
プ
し
さ
つ

E
す
る
と
、
曹
聖
買
っ
た
埜

E

J

一
委
支
払
之
主
計
務
違
つ
の
で
消
費

+三
者
と
信
一
堅
荏
の
開
札
ト
ラ
ブ
ル
が

吐

一
起
き
る
。
と
う
し
た
ケ
I
ス
は
、
ぃ

劃

一

喜

高

警

側

の

泣

き

害

事

司

一
か
っ
た
が
、
今
秋
の
割
賦
販
売
抵
の

改
正
に
よ
っ
て
契
約
会
社
に
文
句

4・・
木村弁霞士野村理事

の
あ
る
場
合
は
、
支
払
い
が
ス
ト
ッ
一
会
が
通
産
省
の
指
導
を
受
け
て
作
成

プ
で
き
る
さ
つ
に
な
り
、
消
費
者
の
一
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
(
倫
理
、
法
律
、

権
利
が
広
が
っ
て
来
た
」
(
木
村
さ
一
商
品
の
専
門
知
識
な
ど
)
を
学
び
、

ん

)

一

試

験

に

合

格

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

訪
問
販
売
で
だ
ま
さ
れ
て
不
必
要
一
ぃ
。

な
品
物
を
買
わ
な
い
よ
う
に
す
る
一
こ
の
倫
理
綱
領
の
中
で
、
セ
l
ル

に
は
、
消
警
が
が
し
と
い
消
費
一
ス
マ
ン
が
祭
告
れ
て
い
る
も

2

F
に
な
る
と
と
は
言
う
ま
で
も
一
紹
介
す
る
点
適
薯
の
意
に
反
し

な
い
が
、
逆
に
尊
者
に
対
手
る
一
て
長
時
間
居
す
わ
手
続
げ
な
い

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
貿
雫
序
る
こ
と
一
乙
事
紡
問
販
売
に
関
し
て
、
他
の

わ
大
切
な
と
と
だ
と
、
昭
和
五
十
五
一
商
品
・
会
社
の
中
傷
、
誹
誘
(
ひ
ぽ

年
に
(
社
)
日
本
訪
問
販
売
同
盟
百
が
て
つ
)
〉
を
し
な
い
③
詐
術
を
用
い
な

設
立
さ
れ
、
訪
問
璽
貨
登
録
制
度
一
い
安

τッ
チ
セ
I
ル
(
路
よ
勧
誘
)

を
ス
タ
ー
ト
支
持
走
。
一
を
行
わ
な
い
ー
ー
な
ど
だ
。

登
録
証
を
穆
@
た
め
に
は
、
同
協
「
ま
ず
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
来
た

時
、
登
録
証
を
待
っ
て
い
る
か
ど
っ

か
を
質
問
す
る
。
氏
名
が
ハ
Y

キ
ソ

す
れ
ば
、
ぞ
れ
』
芸
ζ
悪
徳
に
な
れ
な

い
と
思
っ
。
ま
た
消
費
者
側
も
、
イ

ヤ
な
ら
ハ
ッ
キ
リ
グ
イ
ヤ
だ
/
H
と

い
う
愈
思
表
Z

容
す
る
こ
と
が
穴
切

で
す
。
路
上
で
声
を
か

U
Dれ
、
キ

ッ
サ
后
や
営
業
所
な
ど
に
連
れ
と
ま

れ
て
曹
雰
}
勧
め
ろ
れ
た
な
ら
(
キ

ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
)
、
品
物
が
何
で

あ
れ
、
乙
と
わ
る
勇
気
が
必
要
で
す
」

(
野
村
さ
ん
)

訪
問
販
売
嘗
一
条
で
、
販
有
業
者

が
勧
誘
房
銭
め
る
前
に
、
身
分
や
来

紡
目
的
手
泊
H
H
者
に
血
厚
な
け
れ
ば
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印
タ
ち
ょ

レア

那須荘は貴女の別荘です。
ご自由にお使い下さい。

全国婦人新聞社が厚生事業の一環としてオーブンした「那須涯」も、今年で5年目。
響は石楠花、夏はツツツや山ユリ、秋は租束、冬はスキーと四季折り折りの変化があって楽しさ十二分です。

近くには、千本訟・南ケ丘牧場をはじめ、りんどう湖、都須ロイヤルセンタ一、ハイランドパークとレジャーにも車欠きませ

ん。自の前に立ちはだかる都須岳の豊山も、ちょっと足を伸ぽすだけ。

部須高原名物の山菜料理やジンギスカン料理を味わえるドライブインもすぐそとです。

研修や学習会、行楽に、春夏秋冬を通して、お安礎Hこと叩J府下さU、。
マ全国婦人新聞社「那須在」

マあし・・国鉄東北本線黒磯駅下車。 r郷須湯本行」パスで新屋下車、徒歩lWo
マ使用料…無桝。但しガス・電気・水道その他の管理実質として、 l人 l泊 2，伎舟吋必嬰です。
マ申し込み…金毘婦人新聞社干160東京都新宿区西新宿3ー 7-28宝宰西新宿ピル
s03-343-1846 (東京〉

新しいパンフレットができました。本社男、ど園町求下さい。
06-771-7415 (大阪)

ャフ

不
本
意
な
ら

yちの検O
L\季、官~~

ボルケイノ・ハイウェイから那須岳を望む



ー

ソ

ン

グ

ラ

イ

タ

ー

)

「

絵

本

、

重

は

っ

き

り

し

、

値

段

に

も

差

が

出

謡

、

う

た

、

夢

、

子

ど

も

た

ち

」

。

て

き

ま

す

。

十
一半
、
閉
校
式

。

産

庖
別
に
み
る
と
、
ま
ず
シ
ャ

大

人

が

講

義

に

参

加

し

て

い

る

と

卜

l
ワ
イ
ン
の
産
砲
と
し
て
広
く

さ

、

平

戸

ち

は

「

字

少

迄

学

園

」

で

そ

の

名

を

知

ら

れ

る

ボ

ル

ド

ー

地

楽
し
む
0

ア

ー

ル

遊

び

、

映

画

会

、

方

。

赤

、

臼

の

両

ワ

イ

ン

を

産

出

花
火
大
会
、

人

形

劇

団

カ

ラ

パ

ス

の

レ

、

品

質

の

よ

さ

と

種

類

の

筆

宮

人
形
劇
観
覧
と
人
形
制
作
な
ど
。

さ
は
有
名
で
す
。
赤
ワ
イ
ン
は
、

会

場

は

鴨

川

グ

ラ

ン

ド

ホ

テ

ル

香

り

、

渋

味

酸

味

甘

味

の

パ

子
ど
も
の
本
の
専
門
信

・
ク
レ
ヨ
一
一
塁
京
駅
総
武
線
一
番
ホ
l
ム
か
ら
発
一

O
第
二
日

1
干
三
日
(
月
)
朝
一

(=12
9
6
千

墓

県

鴨

川

市

広

場

制

ュ

ラ

ー
な
の
が
、
ヴ
ァ
ン
・
ド
・
ラ
ン
ス
が
よ
く
調
和
し
て
重
み
を

ン
ハ
ウ
ス
(
翠
京

・
原
号
、
メ
リ
一
車
十
時
九
分
、
運
賃
は
割
引
で
二
千
一
八
時
半
聾
夜
①
灰
ハ
畠
次
郎
氏
自
一
八
二
O
、
8
0
4
Q
?
2
・
2

叫

タ

1
プ
ル
(
テ
ー
ブ
ル
ワ
イ
ン
)。

感
量
♀
」
な
い
ス
ム
ー
ズ
な
口
当

日

一
l
ゴ
l
ラ
ン
ド
(
三
重
四
旦
具
一
七
百
九
十
月
一
童
文
学
者
)
「
い
の
ち
の
い
と
し
さ
」
了

i
)参
加

賀

大

人

三

万

六

千

刈

重

の

異

な

る

ワ

イ

ン

を

ブ

レ

ン

り

が

特

徴

。

風

味

は

年

長

に

円

3
一
メ
ル
ヘ
ン
ハ
ウ
ス
(
名
古
屋
)
は
、
一
二
時
、
開
校
式
。
校
長
小
宮
山
量
否
遠
藤
豊
毘
(教
育
書
家
)
「
子
五
百
円
、
中
学
生
二
万
二
千
円
、
小

1

ド
し
て
、
畳
特
有
の
警
保
つ
熟
味
を
号
、
渋
喜
感
じ
さ
せ

型

第
三
回
目
の
「

Z
も
の
本
カ
レ
ッ
一
平
氏
(
理
論
芸
き
あ
い
さ
つ
。
一
ど
も
の
世
界
に
解
警
句
午
後
三
時

干

最

下

一

京

高

ゅ

よ

う

に

造

ら

れ

る

ワ

イ

ン

。

テ

る

タ

ン

ニ

ン

蓄

え

て

、

さ

さ

や

十山

一
ど
を
七
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
一

二
時
半
か
ら
講
義
①
赤
木
由
子
氏
一
か
ら
講
義
③
川
本
三
郎

重

要

)

一
申
し
込
み
は
子
ど
も
の
本
カ
レ
ッ
刈
七
月
七
日
は
七
夕
。
室
長

l
ブ
ル
ワ
イ
ン
の
呼

.2は
、
い
く
志
毒
、
深
み
の
あ
る
味
わ
い

}

一
日
ま
で
、
千
葉
県
鴨
川
市
の
鴨
川
グ
一
(
児
童
文
書
)
「
生
き
る
と
と
、
一
「
異
文
化
し
て
と
の
子
供
」
④
落
合
い
ン
事
務
局
(
一
了

4
2名
古
需
千
以
し
み
く
天
の
川
を
見
つ
め
な
が
つ
も
フ
ラ
ン
ス
人
の
食
卓
に
あ
る
が
楽
し
堂
守
。
白
ワ
イ
ン
量

巳

一
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
。
昨
年
亙
く
こ
失
育
て
る
こ
と
」
②
な
だ
一
恵
子
(
作
家
)
「

Zも
と
大
人
、
一
種
区
朝
岡
町
一ニ
l
八
六
l
二
、
メ
ル
い
ら
、
パ
リ
祭
で
賑
わ
う
パ
リ
に
と
乙
ろ
か
ら
。
味
の
よ
さ
、
襲
撃
宝
J

か
ら
造
ら
れ
る
賃
金
色

年

一
は
五
百
人
余
り
の
参
加
で
に
ぎ
わ
っ
下
な
互
」
(
作
家
、
医
師
)
「
子
同
時
代
を
生
き
る
」
。
午
後
八
時
か
一
へ
ン
A
ウ
ス
内
)
。
問
い
合
わ
せ
ば

山

思
い
在
せ
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
耳
の
安
さ
が
魅
力
。
雪
ァ
ン

・
ド
の
な
め
ら
か
な
甘
口
デ
ザ
ー
ト
ワ

9
一
た
が
、
今
年
は
と
れ
主
回
る
盛
況
一
供
は
害
援
い
」

。
夕
食
後
、
八
一
ら
の
フ
リ
l
ト
l
ク
で
は
前
日
の
う
一
メ
ル
ヘ
ン
ハ
ウ
ス

(8
0
5
2
・

引
を
傾
け
、
フ
ラ
ン
ス
・
ワ
イ
ン
と

・
ペ
イ
記
号
。
日
本
酒
の
イ
ン
が
世
話
に
有
名
。

5
一

が

予

警

れ

る

。

一

時

か

ら

フ

リ

1
ト
l
ク
。
小
宮
山
畳
一
貫
大
義
雄
の
部
屋
霊
く
「
臼
一

7
8
2
・
2
6
0
1
)
。
ク
レ
ヨ
い
し
ゃ
れ
て
委
せ
ん
か
。

地
酒
と
同
じ
さ
つ
に
そ
の
地
方
の
次
に
食
道
楽
の
査
と
い
わ
れ

旦

第
一
日
H
七
月
二
十
二
貝
日
)
一
平
の
部
屋
、
灰
種
次
郎
の
部
屋
、
一
鳥
英
美
子
の
部
屋
」
が
入
る
。
一
ン
ハ
ウ
ス

(EB
--
-6
パ

個

警

持

っ

て

お

る

ほ

《

食

物

と

回

一
受
付
開
始
午
後
一
塁
。
今
年
は
一
遠
藤
警
の
部
異
変
由
君
主
第
一
二
日
H
二
十
四
日
(
火
)
朝
八
一

i、
メ

;
lラン
ド

一

合

フ

ラ

ン

戸

ノ

り
さ
フ
ラ
ン

を

ワ
イ
ン
の
警
な

l
一
サ
了
カ
レ
ッ
ジ
ま
で
直
行
便
・
絵
一
屋
、
川
本
三
郎
の
部
屋
、
溶
合
恵
子
一
時
半
か
ら
講
義
①
小
富
山
霊
平
氏
一

(2
9
8
5
・

?
-R
6
6
)。
偶

島

ス
南
部
の
地
中
海

F

・
3
4

プ
ル
ゴ
l
ニ
ュ
地

一
本
列
車
が
ま
@
。
東
京
駅
総
武
線
動
一
の
部
屋
、
な
だ
い
な
だ
の
部
煙
、
大
一
「
創
作
児
童
文
学
を
読
ん
で
育
っ
た
一

部

ワ
イ
ン
と
い
え
ば
フ
ラ
ン
ス
、
近
く
の
地
方
で
産

w
(

ノ
〆

方
。
ボ
ル
ド
ー
の

一
輪
広
場
で
、
午
前
九
時
か
ら
受
付
。
一
井
数
雄
の
部
屋
。
一
位
代
」
②
白
鳥
英
美
子
民
(
シ
ン
ガ
一

掛

2
7ノ
ス
と
い
え
ば
ワ
イ
ン
と
い
出
さ
れ
る
ワ
イ
ン
。

品

川

回

、

噌

赤
ワ
イ
ン
が
繊
細

一

0
0
0
0
0
0
0
9
0
9
j
o
o
o
0
6
0
0
9
0
0
0
0
0
9
0
0
j
O
0
0
9
0
0
0
9
9
9
9
9
j
j
o

明
わ
れ
る
壁
塁
。
「
よ
き
料
理
、
③
V
・
D
・
Q
・

・

'

ー

な
味
わ
い
と
豊
か

一

み
A
F

，勾，

一
美
し
い
「
平
和
ポ
ス
タ
ー
」
獄
録

"

マ

瞳
・
・
・
二
時
一
己
目
立
山

m
t
t間引
け

れ

わ

諸
説
て

一
児
議
書
白
出
版
社
・
金
の
墨
社
は
ス
タ
!
と
い
う
と
事
第
一
に
・
:
:
・

一

鱒

F

-
白

・

・

・

・

・

・

・

岡

崎
る
お
国
柄
V

品
質
の
よ
さ
、
種
類
れ
た
重
で
厳
レ

ョ
ー

γ
J
「
ワ
イ
ン
の
女

Z

一

醤

E
F畠

peJ---------------・
、

、

、・

1
1

一
平
和
を

Zポ
ス
タ
ー
を
つ
く
り
と
い
う

Eで
写

真

の

ま

、

錨

圃

曹

幽

・

・

・

・

・

2豊
富
さ
は
也
界
一
と

い

え

を

討

に

パ

ス

し

し

・

と
い
わ
れ
急
に

一
童
書
に
贈
呈
し
て
い
る
。
出
版
社
の
老
若
老
あ
ま
省

e

鑑
圃
購

-----E
剖

ょ
う
。

た
ワ
イ
ン
。
④

A
3

p、
対
し
、
プ
ル
ゴ
1

一
「
か
わ
い
そ
三
円
五
ぞ
っ
」
「
ガ
ラ
立
を
w
?す
う

さ

り

じ

た

デ

ザ

イ

調

圃
圃
輔
岨
・
・
・
・
・
・
・
関
脇

4

フ
ラ
ン
ス
の
ワ
イ
ン
造
り
は
紀

・
0
・
C
(原
産

白

屈

町

ノ

一
一
ュ
虫
亦
ワ
イ
ン

一
ス
@
つ
喜
」
「
お
言
の
レ
l

ン

と

な

っ

ち

錨

層

幽

E
E
E
4一語
六
員
、
フ
ヱ
ニ
キ
ア
人
課
制
名
称
ワ
イ

こ

/

，

は
力
強
い
ボ
デ
ィ

一

剖

検

幽・・・田
剛山也・・・・・・・・・・・・・・・・・・・開
vE
胎

舷

‘

，

u
'
d
'

一ル
」
な
《
同
社
の
H

平
和
も
の
H

「
平
和
の
た
め
に
っ
か

(2) 

辻
綾
子
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(7月〉

〈土曜日〉

千
葉

・

鴨
川
で

7
月

n日
か
ら
3
日
間

ワ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

全
P
研
全
国
大
会

8
月
間
・
ゆ
回
大
阪
で

全
国
P
T
A問
題
研
究
会
第
十
三

回
大
会
は
、
八
月
(
八
、
十
九
の
両

日
、
大
阪

・
森
の
宮
ピ
ロ
テ
ィ
ホ
ー

ル
、
市
書
面
会
館
で
開
か
れ
る
。

大
公
テ
l
マ
は
、
「
子
ど
も
の
未
来

の
た
め
に
」

。
十
八
日
は
十
二
時
五
十
分
か
ら

全
体
会
。
青
木
一
氏
(
教
育
評
冶
家
)

の
「
い
ま
、
教
育
の
ι
川
緩
こ
こ
ま
で
」

に
つ
づ
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
ま

p
と
T
に
間
わ
れ
る
も
の
」
が
行
わ

れ
る
パ
『
ネ
ラ

l
q
柴
出
悦
工
大

阪
市
大
教
号
、
田
山
一
判
子
容
量

教
育
大
助
教
俊
)
、
永
畑
道
子
(
フ

リ
I
ラ
イ
タ
ー
)
、
樋
口
恵
子
(
評

説
家
)

0

司
会
は
準
夜
司
氏
(
立
教

大
教
授
、
全
P
研
代
表
)
。

。
十
九
日
(
午
前
十
時
1
十
六
時
)

分
科
会
。
「
地
域
の
教
育
力
と
P
T

A
」
、
「
教
育
行
政
と
P
T
A」、

「
教
科
密
問
題
と
P
T
A」
、
「
進

路
保
時
H

受
験
戦
争
H

と
P
T
A」、

「
H

斐
炉
閥
単
と
P
T
A」
「
P

T
A規
約
と
役
員
選
出
」
ほ
か
。

参
加
賀
千
円
(
当
日
千
五
百
円
)
。

連
絡
先

Q
6
9
A
O
4
P
6

三
鷹
市
図
.
館
記
念
展

一ニ
般
市
図
密
館
(
宙
空
京
都
三
鍛
市

よ
蓮
雀
八
1

一一一
|
三
)
で
は
、
こ
の

ほ
ど
新
し
く
本
館
の
建
設
が
完
成
、

七
月
十
七
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
が
、

開
館
を
記
念
し
て
七
月
中
に
次
の
記

念
展
を
聞
く
。

。
竹
久
夢
二
展
(7
月
げ
1
2口
)

口撞
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
一
番
長
い
河
、
ロ

ワ
l
ル
に
沿
っ
て
中
世
の
名
残

り
を
と
ど
め
る
表
レ
い
古
減
が
点

在
す
る
風
光
明
絹
な
ロ
ワ
1
ル
地

方
。
四
つ
の
格
後
あ
る
ワ
イ
ン
産

地
が
広
が
っ
て
い
主
す
。
中
で
も

ル
イ
土
ハ
世
の
工
定
マ
リ
l
・
ア

ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
が
罪
U
た
と
い
う

務
緑
晶
影
}
し
た
軽
い
さ
わ
や
か
な

辛
口
ワ
イ
ン
、
プ
イ
イ

・
フ
ュ
メ

ゃ
、
淡
い
黄
色
味
を
お
び
た
白
ワ

イ
ン
・
ミ
ュ
ス
カ
テ
が
有
名
。

フ
ラ
ン
ス
の
ワ
イ
ン
は
ボ
ト
ル

の
型
で
地
方
性
が
う
か
が
え
ま

す
。
肩
の
張
っ
て
い
る
の
が
ボ
ル

ド
ー
、
な
で
肩
は
ブ
ル
ゴ
l
ニュ
、

胴
が
く
び
れ
て
い
る
ひ
ょ
う
た
ん

型
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
。
そ
し
て
首

の
長
い
ア
ル
ザ
ス
な
ど
と
い
っ
た

さ
つ
に
。

正子

利 用問、、

3 

五 2

佐 +ι

叫陀

olt-
対

フ
ラ
ン
ス
風

な
す
の
サ
ラ
ダ

暑
さ
も
盛
り
に
な
る
こ
の
時

期
は
、
体
力
も
消
耗
し
が
ち
。
そ

こ
で
、
食
事
は
さ
っ
ぱ
灼
兵
」
淘
味

に
し
、
冷
た
く
し
た
り
、
香
辛
料

を
き
か
せ
る
な
Y
め
工
夫
が
必
要

で
す
。
七
月
十
四
日
の
パ
リ
祭
に
官
話

み
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
フ
ラ
ン

ス
風
な
す
の
サ
ラ
ダ
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
材
料
(
四
人
合
マ
な
す
八
個

マ
ロ
l
ス
ハ
ム
、
サ
ラ
ミ
ソ
1
セ

ジ
(
五
ミ
リ
の
塵
己
)
各
三
枚
マ
ト

マ
ト
、
レ
モ
ン
各
ぬ
個
マ
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
カ
ッ
プ
ぬ
マ
ケ
チ
ャ
ッ
プ
大

さ
じ
l
M叫
マ
玉
ね
ぎ
の
み
じ
ん
切

り
大
さ
じ
三

作
り
方
①
な
す
一
は
皮
を
主
己

水
に
つ
け
、
あ
く
を
抜
き
ま
す
。

②
た
っ
ぷ
り
の
水
で
①
房
お

で
、
水
気
を
取
っ
ア
縦
四
つ
に
切

り
ま
す
。
③
ハ
ム
と
サ
ラ
ミ
は
五
ミ
リ
角
に

切
的
云
す
。

④
卜
マ
ト
は
溺
む
さ
を
し
て
か

ら
五
ミ
リ
角
に
切
り
ま
す
。

⑤
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
ケ
チ
ャ
ッ
プ

奮
を
合
わ
せ
、
レ
モ
ン
の
絞
り

汁
を
加
え
ま
す
。

⑥
皿
に
f手
量
り
、
玉
ね
ぎ

の
み
じ
ん
切
り
、
ハ
ム
、
サ
ラ
ミ
、

ト
マ
ト
を
散
ら
し
、
食
事
の
直
前

に
@
ゼ
か
け
供
レ
ま
す
。

体
験
・
意
見
文
を
募
集

神
奈
川
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
「
豊
か
に
、
共
に
、
生
き
る
一
1
4
4
4

私
の
基
参
加
」
と
い
う
テ
l
マ
で

体
験
、
意
見
文
房
}
募
集
し
て
い
る
。

い
ま
実
践
し
て
い
る
、
あ
る
い
は

望
ん
で
い
る
「
私
の
社
会
参
加
」
に

つ
い
て
、
体
験
、
意
見
、
ア
イ
デ
ア
、

地
域
整
官
に
プ
ラ
ス
す
る
活
動
や
、

新
し
い
仕
事
を
つ
く
り
出
し
て
い
る

例
や
ア
イ
デ
ア
等
を
歓
迎
し
て
い

る。応
募
は
神
奈
川
県
民
に
限
り
、
四

百
字
詰
原
稿
用
紙
に
五
枚
程
度
に
ま

と
め
、
写
真
、
資
料
な
ど
が
あ
れ
ば

添
付
。
住
所
、
民
名
「
グ
ル
ー
プ
の

場
合
は
グ
ル
ー
プ
名
と
代
表
者

名
)
、
年
険
職
業
、
連
絡
先
笛
話

を
明
記
の
上
、
九
月
十
日
ま
で
、
神

奈
川
県
立
婦
人
セ
ン
タ
ー
「
私
の
社

会
参
加
」
係
(
一
T
つ
民

γi
藤
沢
市

江
の
烏
一
の
十
一
の
己
ま

t
a

n
u
4パ
h
x
o
q
4円
I
n
L
1
i
1i
1
1
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